
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉

（
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
）
主
催
の
安
全
就
業
推
進
大

会
が
９
月
22
日
、
県
内
の
48
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
ら
１

４
１
人
が
出
席
し
、
県
民
活
動
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
状
況
報
告
で
は
、
全
国
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
事
故
発
生
率
が
過
去
10
年
で
１
・

５
倍
に
増
加
。
75
歳
以
上
の
重
篤

事
故
発
生
率
は
60
代
の
３
倍
に
。

県
連
合
管
内
の
令
和
５
年
度
傷

害
事
故
発
生
状
況
は
、
４
月
か
ら

８
月
ま
で
に
死
亡
事
故
１
件
、
重

篤
事
故
９
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡
事
故
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

清
掃
中
の
事
故
。
重
篤
事
故
は
植

木
作
業
中
の
墜
落
事
故
が
５
件
、

階
段
か
ら
転
落
が
１
件
そ
の
他
転

倒
事
故
が
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
安
全
大
会
で
、
当
セ
ン
タ
ー

の
小
倉
光
久
事
務
局
次
長
が
「
安

全
就
業
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
例
報
告
は
、
今
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
の
定
時
総
会
で
、
当
セ

ン
タ
ー
が
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で

唯
一
「
令
和
５
度
安
全
就
業

優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
い
き
い
き
埼
玉
か
ら

依
頼
さ
れ
た
も
の
。

当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
①
安

全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
設

置
、
委
員
の
役
割
分
担
②
年
間
の

活
動
計
画
と
し
て
巡
回
指
導
や
各

種
の
講
習
会
の
開
催
、
毎
月
１
日

を｢
安
全
・
美
化
健
康
の
日｣

と
定

め
る
な
ど
、
安
全
や
健
康
へ
の
意

識
の
向
上
を
図
る
様
々
な
対
策
③

草
刈
り
作
業
や
植
木
剪
定
作
業
の

安
全
対
策
、
熱
中
症
対
策
④
緊
急

時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

忍
城
時
代
ま
つ
り
が
11
月
12
日

（
日
）
、
産
業
文
化
会
館
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
に
出
店
。
「
シ
ル
バ
ー
農
園
」

の
野
菜
販
売
と
「
サ
ー
ク
ル
む
つ

み
」
で
製
作
し
た
手
作
り
小
物
の

展
示
販
売
を
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
役
員
全
員
で
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
を
。

（１） 行田シルバー 令和５年１０月１６日発行
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シルバー事業の理念

「自主・自立、共働・共助」

１・ともに働き、ともに助け

合っていくことを目指す

２・地域社会に活力を生み出

し、ひいては地域活性化

につなげていく

３・豊かで積極的な高齢期の

生活と社会参加によるい

きがいの充実を図る

広 報
第３５号

秋
の
房
総
を
訪
ね
る
日
帰
り

バ
ス
旅
行
が
、
11
月
21
日
（
火
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

南
房
総
の
道
の
駅
「
三
芳
村
・

鄙
の
里
」
で
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽

し
み
、
千
倉
の
山
間
に
あ
る
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
古

寺
・
檀
特
山

小
松
寺
へ
。

小
松
寺
は
、
関
東
１
都
６
県

の
美
し
い
花
木
を
有
す
る
寺
院

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
東
国
花

の
寺
百
ケ
寺
に
、
紅
葉
で
登
録

さ
れ
て
い
る
紅
葉
の
名
所
で
す
。

昼
食
は
漁
師
料
理
「
た
て
や

ま
」
で
海
の
幸
を
。

帰
路
に
は
、
は
ち
み
つ
と
ミ
ー

ド
の
は
ち
み
つ
工
房
に
立
ち
寄
っ

て
工
房
見
学
と
試
飲
を
。

参
加
費
１
０
，
０
０
０
円
。

申
し
込
み
は
事
務
局
へ
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

良
い
機
会
で
す
。
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
ま
す
。

親
睦
会

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

群
馬
県
片
品
村

尾
瀬
ヶ
原
の
秋

紅
葉
の
先

陣
を
切
る
の
は
「
草
紅
葉
」

遅
れ
て
木
々
の
色
づ
き
が

撮
影

佐
藤
ト
ミ
ヨ

い
き
い
き
埼
玉
主
催

「
安
全
就
業
推
進
大
会
」

安
全
就
業
の
取
り
組
み

「
忍
城
時
代
ま
つ
り
」

セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ



10
月
７
日
、
67
人
が
参
加
し

て
水
城
公
園
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

で
す
。
こ
れ
に
合
せ
て
全
国
の

各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

「
事
業
の
地
域
へ
の
浸
透
」
と

題
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

水
城
公
園
の
清
掃
活
動
も
地

域
社
会
へ
の
奉
仕
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
に
当
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
、
と
い
う
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。

併
せ
て
、
日
ご
ろ
会
う
機
会

の
少
な
い
会
員
の
皆
さ
ん
が
、

一
堂
に
会
し
て
一
つ
の
作
業
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
交
を
深

め
る
と
い
う
、
意
味
を
も
持
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
ま
さ
に
秋
晴
れ
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
か
れ
て

広
い
公
園
の
隅
々
ま
で
、
捨
て

ら
れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し

た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

毎
月
第
３
金
曜
日
を
「
会
員

サ
ロ
ン
憩
い
の
広
間
」
と
し
て

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
画
面
で
テ
レ
ビ
を
み

る
の
も
よ
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を

す
る
の
も
よ
し
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

午
後
１
時
か
ら
、
会
場
は
セ

ン
タ
ー
講
習
室
で
す
。
担
当
委

員
が
企
画
し
、
皆
さ
ま
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す

ま
た
、
第
４
金
曜
日
は
女
性

会
員
を
対
象
に
し
た
「
手
づ
く

り
サ
ー
ク
ル
む
つ
み
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で

（
５
５
６
・
５
２
２
１
）
。

サ
ロ
ン
運
営
委
員
会

宝
登
山
や
赤
城
山
な
ど
の
低

山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の
唐
沢
や

八
方
池
な
ど
の
山
々
を
一
緒
に

歩
き
ま
せ
ん
か
。
下
山
後
は
温

泉
へ
。
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で

（
５
５
６
・
５
２
２
１
）
。

９
月
23
日
、
初
秋
の
長
瀞
へ
。

長
瀞
駅
を
出
る
と
正
面
に
宝

登
山
。
そ
の
山
麓
に
あ
る
宝
登

山
神
社
へ
。
木
立
に
囲
ま
れ
た

石
段
を
上
が
る
と
拝
殿
。

参
詣
を
済
ま
せ
て
石
畳
か
ら

荒
川
の
遊
歩
道
を
散
策
。
群
生

し
て
い
る
彼
岸
花
を
楽
し
み
な

が
ら
上
長
瀞
の
自
然
博
物
館
へ
。

館
内
の
巨
大
ザ
メ
の
復
元
模

型
は
迫
力
満
点
。
埼
玉
が
海
で

あ
っ
た
時
代
に
生
息
し
て
い
た

ク
ジ
ラ
の
化
石
、
県
内
で
見
ら

れ
る
小
動
物
や
昆
虫
、
植
物
の

標
本
を
な
ど
観
賞
し
ま
し
た
。

親
睦
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

と
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、
春

秋
の
研
修
旅
行
や
新
年
懇
親
会
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
会
員
サ
ロ
ン

の
運
営
、
「
広
報
」

の
発
行
な
ど
、
様
々

な
事
業
や
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

親
睦
会
の
運
営
を

限
ら
れ
た
人
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、

会
員
の
皆
様
が
積

極
的
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
活
性

化
し
、
更
に
充
実

し
た
親
睦
会
に
な

る
の
で
は
。

令和５年１０月１５日発行 行田 シルバー （２）

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か

山
と
温
泉
を
楽
し
む
会

秋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

水
城
公
園
の
清
掃

皆
で
楽
し
い
時
間
を

会
員
サ
ロ
ン
憩
い
の
広
間

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
「
翔
ん
で
埼
玉
」

ヒ
ッ
ト
し
た
コ
メ
デ
ィ
映
画
「
翔
ん

で
埼
玉
～
」
の
登
場
人
物
が
水
田
に

浮
か
ん
だ
。

撮
影

佐
藤
ト
ミ
ヨ

初
秋
の
長
瀞
へ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会

親
睦
会
の
運
営
に

積
極
的
に
参
加
を


